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他人の畑で雑句ザク！ 心霊話、つづく前に……


ドラゴン(松岡ヒロシ)

　さて前回、女の子にモテたいがために心霊少年へと変貌といいますか、ハッタリに目覚めたといいますか、まあその筋に9歳にして首を突っ込んだわけです。

　そこから私の人生史上、もっとも詐欺師的才能が開花し、子供はおろか近所の大人まで巻きこんで、「心霊少年まっちゃ」は颯爽と「ウソと痴漢とビデオテープ」な小学生ライフを送ることになるのです。




　と、本当ならばここからエッサホイサ続くところですが、私、一身上の都合により、今月の日常生活がエッサホイサになりまして、今回はご容赦いただきたい。




　フィリピンパブで思いっきりメタルゴッド・ジューダスプリーストを歌って、フィリピンギャルにドン引きされた話や、ラブホでの駐車場トラブル、裏ビデオを買おうとビデオ試写室に入ったら店主がホラーマニアで、本当は裏ビデオが観たいのに一般作品の常連になった話など、これからも家族には読ませられないくだらない話が盛りだくさんですので、また今後ともよろしくお願い申し上げます。




　そんな顔しないでください。




つづく。



凌聖愚遊＜りょうせいぐゆう＞26


弾射音
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　洋子が部屋の明かりを消してベッドにもぐりこんだ後も、おれは眠らなかった。天井を見上げたまま、浅川勇吉に接近する方法や金を取り戻す方法を考えた。だが、いい考えは思い浮かばない。そのうちに、カーテンの向こうが明るくなりはじめた。おれはバスルームへ行って女の仕方で用を足し（便座を上げたまま忘れたら大変だ）、いったん化粧を落として顔を洗ってから化粧をし直した。

　朝食もペンションのダイニングで摂ることになっている。それまでにまだ時間がある。おれはパジャマからワンピースに着替え、抜き足差し足で部屋を出、一階に行ってオーナーに新聞を売ってもらい、ベッドに戻って一通り読んだ。大した事件は載っていない。新聞だけでは時間がつぶせない。ラジオかテレビをつけられたらいいんだがな。しかし、洋子はすやすやと眠っている。おれのほうが襲ってやりたくなるような恰好で。

　どうやら、浅川はこのペンションにはやってこないようだ。おれの考え過ぎだったか。だが、いつ出現してもおかしくはない。あいつはきっと、おれをいい商品と思っているだろう。洋子と同じように、おれを使って荒稼ぎするつもりじゃないのか。おれはいつ浅川に遭遇してもいいように、おもちゃを身につけることにした。洋子が目を覚まさないように、おれはバッグからそっとゴムのベルトを取り出し、それでおもちゃを太ももの内側にくくりつけた。

　おれのおもちゃはベレッタM92FS。決して小さくはないが、何とか太ももの内側におさまるくらいの大きさだ。スカートもふんわりとしているので、目立つことはないだろう。

　頃合いを見計らって、おれは洋子を起こした。

「洋子さん、朝ですよ」

　おれはにっこりと微笑んで、洋子を見下ろす。洋子は寝ぼけ眼で辺りを見回した。

「え、もう朝？」

「はい」

　上体を起こす。それから、目を丸く見開いた。

「雅子ちゃん、風邪は大丈夫なの？」

「はい。一晩寝たら、すっかりよくなりました」

「なんだ、心配して損しちゃった」

　ベッドを出て、伸びをする。そしておれを抱きしめ、唇を重ねた。しばらくさせておいて、それから抵抗する。洋子は駄々っ子のようにキスをせがんだ。おれは顔をひょいひょいとかわして彼女の唇を避けた。そのうちに、二人とも笑ってベッドに倒れ込んでしまった。

「ほんとに、風邪はもう大丈夫のようね」

「はい」

「じゃあ、そろそろ朝食に行きましょうか」

「はい」

　洋子はバスルームへ行って用を足し、化粧をして戻ってきた。二人で仲良く部屋を出る。ダイニングには、ほかの宿泊客がすでにテーブルについていた。五十代後半ぐらいの熟年夫婦だ。早々にリタイアして、フルムーン旅行を楽しんでいるのだろうか。旦那のほうがおれたちを見て鼻の下を伸ばす。奥さんのほうはそれを見てむっとなった。そのままの険しい顔をおれたちに向ける。

　食事をしながら、洋子はしょっちゅうおれの顔に目を向ける。おれは赤面するふりをして彼女に言った。

「どうしたんですか、そんなにじろじろ見て」

　彼女はフォークの手を止めて溜息を洩らす。

「何でもない。ただ、雅子ちゃんが愛しいだけ」

「やめてください、人のいるところで」

　食事を終えて部屋に戻っても、彼女はおれに迫った。どうやら、キスはし放題と思っているらしい。おれは少しだけさせておいて、あとはひたすら拒否した。あんまり好きにさせると、おれに飽きてしまうかもしれない。もちろん、キスだけなら慢性的な欲求不満に陥るだろうが、念には念を入れたほうがいい。チェックアウトの時間が迫ってくると、彼女は諦めて荷造りをはじめた。おれはバスルームへ行き、太ももの内側のおもちゃの位置を直した。

「運転は大丈夫？」

　洋子が言った。

「まだ風邪が完全に治ってないんじゃないの？ あたしが運転しましょうか」

「いえ、大丈夫です。風邪はほんとに治りましたから。それに、左ハンドルですよ」

「そうか。そうだったね」

　ペンションを出て、しばらく湘南の海岸沿いをドライブする。浅川はとうとう現れなかった。ちょっと肩すかしだな。おれはもう準備ができてるってのに。もしも洋子がどこかへ寄り道しようと言い出したら、素直に応じることにしよう。そこで浅川が待っているかもしれない。ま、それもおれの考えすぎかもしれないが。

　適当なカフェに入って昼食をとり、あとは横浜横須賀道路に入り、東京へまっしぐら。ほんとに洋子はおれを浅川に渡そうとしないのだろうか。目の下の小さな痣からすると、数日前に浅川に暴力を振るわれたと思ったのだが。それとも、必死に抵抗しておれを護ろうとしたのか。だとしたら泣ける話だ。

　だが、だからと言って肉体関係に発展するつもりはない。非常に残念だが、おれは洋子に正体を明かすつもりはさらさらない。もし知られたとしたら、女装して事件を捜査するのに支障をきたすだろう。洋子の口が堅いかどうか、おれにはまだわからない。どこかで口を滑らせて、女装する探偵がいると口外してしまうのではないか。

　カフェを出たあたりから、洋子は時間を気にしはじめた。榊原真一との待ち合わせに遅れたくないのだろう。おれは少しスピードを出した。だが、気の弱い女の子がぎりぎり出せるくらいのスピードだ。

　洋子のマンションに着くころには、陽が西に傾いていた。

「雅子ちゃん、ちょっとあたしんちで休んでいって」

「いいんですか？」

「運転で疲れたでしょう。まだ時間はあるし」

　てなわけで、おれは近くの時間貸しの駐車場にクワトロを放り込み、洋子の後について彼女の部屋に入っていった。

　ドアを開けると、リビングの明かりがついていた。

「あれ？」

　洋子が素っ頓狂な声を上げる。

「あたし、電気点けっぱなしだったっけ？」

　そうではなかった。

　おれたちは部屋に上がり、リビングルームに入った。

　ソファに座っていた人物が、立ち上がってこちらを振り返る。

「浅川さん！」

　洋子の顔は恐怖に歪んだ。

「どうしてここに」

　浅川は険しい顔で言った。

「お前じゃない。そっちの女に用がある」

「だって、雅子ちゃんには手を出さないって言ったじゃない！」

「気が変わった」

　浅川がおれに歩み寄る。洋子が意を決したような表情になっておれと浅川との間に立ちはだかった。

　浅川は洋子を押しのける。洋子は倒れ込んで、派手に尻もちをついた。

「洋子さん！」

　おれは叫んで、洋子を立ち上がらせようと手を伸ばした。その手を、浅川がひったくるように掴む。おれはもがいた。手加減してもがいた。浅川が、人相の悪い顔をおれに近づける。

「思ったより上玉だ」

「や、やめてください！」

　おれは両手で体を庇って身をすくめた。もがくおれを、浅川が抱きとめる。臭い息がかかる。おれは浅川の足を思いっきり踏んだ。浅川は悲鳴を上げ、手を離す。しかしすぐにまたおれを羽交い絞めにし、それから頬を平手打ちした。

　おれも洋子のように床に倒れ込んだ。

　洋子が泣きそうな顔をしながらおれに手を伸ばす。だがおれに触れることはできなかった。浅川がおれを立ち上がらせたのだ。おれは恐怖に立ちすくむふりをした。

　そうか。やっぱり浅川はおれを自分の商品にするつもりになったのだ。しかし、洋子は加担しなかったらしい。それどころか、おれを庇ったようだ。

　おれの思惑通りになりそうだぞ。

「お願い」

　洋子が床に尻もちをついたまま、涙声で言う。

「雅子ちゃんは関係ないでしょう。雅子ちゃんを離して。あたしの大事な恋人なのよ」

　おれは思わず笑いそうになった。恋人だとよ。恋人になったつもりはないけどなあ。まあ、キス友とは言えるかもしれない。そんなことを考えながら、おれは恐怖に全身をこわばらせる演技を続けた。

　浅川は洋子の顔を蹴った。

「一緒に来い」

　浅川は言い、おれを片手で抱きとめたまま玄関へ向かった。

「待って！」

　洋子が鼻血を出しながら立ち上がる。

「お前は榊原のところへ行け」

　浅川の声はいかにも暴力団組員らしくドスが利いていた。

「行かねえと承知しねえぞ」

「洋子さん！」

　おれは洋子に向かって手を差し伸べた。だが、浅川は必要以上に強い力でおれを引っぱっていく。ドアを開けて通路に出、おれをいったん離した。

「抵抗すると痛い目に遭うぞ。女だからと言っておれは手加減しない」

　なんてくさい科白だ。おれはまた笑いそうになった。

　浅川に軽く突き飛ばされて、おれはつまずきながらエレベーターに向かって歩きはじめた。

「車で来てるのか」

　浅川が訊く。おれはこたえなかった。かわりに、鋭い目で見返した。

　浅川はおれの頬を平手打ちした。

「車で来たのかと訊いてるだろう」

　またもドスの利いた声。おれは悔しそうな顔で頷いた。

「車のところまで案内しろ」

　エレベーターを降りると、おれは先に立って駐車場へ歩いていった。

　クワトロを見ると、浅川は軽く口笛を吹いた。

「けっこういい車に乗ってるじゃねえか。まあいい。お前が運転しろ」

　おれはリモコンキーでドアロックを開けた。浅川はおれを運転席に押し込み、助手席に乗り込んだ。

「ど、どこへ行くんですか」

「言う通りに走れ。道順はその都度教える」

　おれは怯えたような表情を顔に張り付けて車を発進させた。

　浅川は交差点のたびに直進しろ左折しろ右折しろと命令する。おれがその命令に従いそびれるふりをすると、彼はおれの頭を小突いた。おれは泣きべそをかいたふりをしながら運転を続けた。だが、もちろん涙は出ない。それでも、浅川は騙されたようだ。

　十五分ほどで、彼は路肩にクワトロを止めるよう命令した。

　いかにも暴力団の事務所らしい看板がかかっているビルの前だった。

　洋子が教えてくれた通りの名前の暴力団だった。







【つづく】










俺対エフェクター部隊のスケッチ











　数が多かったので内容の割には手間がかかったね。擬音がうるさい。漫画は完全に文字を読んでるね、絵は読んでない。ということで、また次回。


花心


つちやまさみ



山あり

谷あり

人生

今日一日を

穏やかに




11月1日　紅茶記念日



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記


murbo／今回はものすごく遅い完成でしたよ。




　ヒマな割には先送りしてしまったために渡辺さんの今日の妄想がお休みになってしまいました。申し訳ない。




　自分も3Dや映像を作ってるマシンが大変具合が悪くて大ブレーキ中です。そしてジョギング中に盛大にこけて左ひじを大量に出血する怪我をしてしまい、

　なかなか、モチベーション上げてジャンジャン作っちゃうぞ！という状態ではないため、ぐずぐずな状況であります。

　で、怪獣とか描いてテンション上げようとしております。

　iPadとペイントアプリのProcreateの組み合わせはコンピューターで絵を描く組み合わせとして大変すばらしいです。あとは自分の技量を上げるだけです。

　ドラゴンさんも結婚おめでとう月間なのでちょっとスローダウンバージョンということで、全体的にはアイドリング特集状態ですね。

　表紙は岐阜県内の滝。白水の滝です。出来るだけ地元中部地方で素材を仕入れようとしてます。




　今回はこの辺でお開きにしたいと思います。皆さまありがとうございます。

　次号はがんばれるといいなｗ！


北極大陸　第24号

2016年11月1日発行

表紙写真、編集、レイアウト／murbo

発行／一千一秒
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